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特徴

関連分野 放送・通信、医療・保健衛生、専門技術サービス

業務用機械 脳機能画像法によるバイオマーカー・脳活動解析装置

代表図

２ 被験者
４ プリズムメガネ
６ ディスプレイ
１０ MRI装置
１１ 磁場印加機構
１２ 静磁場発生コイル
１４ 傾斜磁場発生コイル
１６ RF照射部
１８ 寝台
２０ 受信コイル

脳機能画像法を用いた脳活動解析装置、
脳活動解析方法およびバイオマーカー装置

本発明における脳活動解析装置の判別器生成
手段は、複数の被験者の脳内複数領域における
脳活動を示す信号を脳活動検知装置により時系
列で予め測定した信号から判別器を生成する。判
別器生成手段は、複数の所定領域における脳活
動の相関関係のうち、少なくとも複数の被験者の
属性について共通する縮約表現を抽出し、抽出さ
れた縮約表現に対して、被験者の特定属性に対
する判別器を生成する。また、判別器を特定する
ための情報を記憶する記憶手段と、記憶された情
報により特定される判別器に基づいて、入力デー
タに対して判別処理を行う判別手段を備える。
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応用の可能性/活用企業例/最新動向

本ページの情報は2019年6月時点において事務局が調査を行った結果に基づきます。

株式会社国際電気通信基礎技術研究所の本発明に関する最新動向

応用の可能性

など

など

本技術の活用が見込める企業の一例

・大学医学部

・加納総合病院

・あづま脳神経外科リハビリクリニック

・福島脳外科クリニック・北野病院

・大阪脳神経外科病院

・株式会社国際電気通信基礎技術研究所のホームページ（https://www.atr.jp/index.html）には、本件特
許に関連する動向情報は見受けられない。
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